
 

代表取締役社長 川合 大無：リビン・テクノロジーズ株式会社、代表取締役社長の川

合です。よろしくお願いいたします。 

 

2023年 9月期第 1四半期の決算説明をはじめさせて頂きます。 

 



 

最初に、2023年 9月期第 1四半期のハイライトです。 

営業収益 6.68億円、営業利益 0.80億円、経常利益 0.81億円、当期純利益 0.50億円

となりました。 

 

2023年 9月期は前期までの投資効果を最大限実現させる期間と位置付けています。通

期で前年実績比 15.5%の営業収益成長、31.7%の営業利益成長を目論んでいます。 

 

各段階利益で前年同期比マイナスになっておりますが、第 1四半期の実績は想定通り

の進捗です。 

 

トピックスとしては、月間平均クライアント数が、2022年９月期第４四半期から 52

社増の 2140社、VR住宅展示場『メタ住宅展示場』の VRモデルハウスの掲載棟数が

300棟を突破しております。 

https://www.metaexpo.jp/


 

P/Lはご覧の通りです。 

 

各段階利益とも前年同期比でマイナスになっておりますが、想定通り進捗しておりま

す。 

  



 

四半期業績営業収益の推移です。 

 

2020年９月期、2021年９月期までは、収益認識会計基準が適用されていませんでした

ので、ネット広告代理店分の営業収益が計上されておりましたが、2022年９月期から

認識認識会計基準が適応されました。 

その影響で、2022年９月期はネット広告代理店分の営業収益が不算入になっているた

め、営業収益が減少しているようなグラフとなっております。2023年９月期第１四半

期の営業収益に関しては想定通りとなっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

営業利益・営業利益率についても、想定通りに進捗しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

不動産プラットフォームサービスの KPI の一つ目、稼働ベースの月間平均クライアン

ト数です。 

 

2023年９月期 第１四半期のクライアント数は 2,140社となりました。堅調に過去最

高を更新しております。 

  



 

KPI の二つ目、ARPU（クライアントあたりの月間平均営業収益）になります。 

 

こちらも想定通りの進捗ではあるものの、2023年９月期第１四半期は前第４四半期よ

り減少しました。前第４四半期と比べ、営業収益が減少した一方で、クライアント数

が増加しているため、このような数値となっております。 

 

また、2022年９月期の第３四半期以降、『ぬりマッチ』等の、まだ顧客単価が低い新

サービスのクライアントが増加傾向にあるため、全体の ARPUを押し下げる要因にもな

っております。今後、ARPUの増加を目指してまいります。 

  

https://gaiheki.lvnmatch.jp/


 

B/Sはご覧の通りです。 

 

四半期純利益が計上されたため、利益剰余金が 50,686千円増加しました。  



 

2023年９月期の重点施策とその進捗状況についてです。 

 

重点施策の一つ目は、クライアント数の増大になります。 

主力サービスである、『リビンマッチ』における、「不動産売却領域」のクライアン

ト数の増加が一丁目一番地であります。加えて、新サービスのクライアントを増やす

というのが、本施策の趣旨になります。 

進捗状況としては、稼働ベースの月間平均クライアント数で 52社増となっておりま

す。 

 

次に新サービスである外壁塗装のマッチングサービス『ぬりマッチ』、VR住宅展示場

『メタ住宅展示場』の収益化です。VR住宅展示場『メタ住宅展示場』の VRモデルハ

ウスの掲載棟数が前四半期で 228棟増と、着実に進捗しております。 

 

３つ目が M&Aの成約です。 

M&Aよって、新しい事業領域に拡大を目指すと同時に、新しい収益源を作ることが目

的です。今期の成約目標が２件に対し、第１四半期が終わった段階では、０件となっ

ておりますが、2023年１月に、M&Aを担当する経営企画部を新設しました。経営企画

部が中心となり、M&A施策を推進してまいります。 
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４つ目は、粗利フォーカスです。 

Web マーケティングの効率改善と、粗利の高い商材の積極営業してまいります。どち

らも改善中となっております。 

 

５つ目が組織の改編です。 

全部門を代表取締役社長である私の直下へ配置し、部門の増設によって専門性を高

め、業務遂行能力の向上させることが目的です。全部門を私の直下に配置する体制の

構築は完了しました。また、2022年 10月には拠点営業部とインサイドセールス部

を、2023年１月には経営企画部を新設し、組織の改編は進捗しております。 

  



 

我々が目指している、不動産 DX日本最大の巨人となるための、３つの事業領域の拡大

と５つの重点施策です。 

拡大させる領域の１つ目は、「不動産売却領域」に属する既存の主力サービス『リビ

ンマッチ』のマッチングサービスを拡大させて圧倒的ナンバーワンになってまいりま

す。 

 

二つ目が「非不動産売却領域」で、主に新サービスの収益化になります。外壁塗装の

『ぬりマッチ』、VR住宅展示場の『メタ住宅展示場』を拡大していきます。 

 

三つ目が、不動産 DX 領域の拡大です。業務管理システムや、リアルとバーチャルを

融合させたかような新サービスのリリースを M & A 等で実現させて行くのが、当社の

全体的な方針であります。 
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以上で 2023年 9月期第１四半期決算説明を終了させて頂きます。どうもありがとうご

ざいました。 


